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⑦ 仏隆寺 千年桜 
 長谷寺、大野寺、室生寺と桜名所をまわり、室生寺から山道を西へ４キロ程走った辺りに仏隆寺があ

る。上記の大宇陀からは東へ４、５キロのところでもある。仏隆寺は小高い丘の上に建っており、石段

を登っていく途中の斜面にこの名物桜はある。この桜は山桜、里桜、霞桜といった通常の種類には当て

はめ難く、これ一本だけではあるが仏隆寺桜と分類されているとのことである。相当の古木で、太くて

垂直にそそり立った幹から直線状の枝が横方向に広がりシャープな姿で、花は小ぶりで白色である。上

記の数々の花とは一線を画した EXCLUSIVE CHERRY TREE である。石段の左右には彼岸花の青々

とした葉が密生しており、秋もまた曼珠沙華の赤と桜紅葉の美しい眺めが思いやられる。 

 
 私のようないわば「花狂い」を批判した古歌がある。 
「花をのみ待つらんひとに山里の雪間の草の春を見せばや」藤原家隆 ― 新古今集 
なるほど耳の痛い文句ではある。千利休はこの歌にわびさびの真髄をみていたく愛で、大阪城の茶室は

「山里丸」と名付けたほどである。しかし私にとってはまだまだ東方に北方に憧れの桜たち ― 根尾村

の薄墨桜、三春町の瀧桜、盛岡の石割り桜、角館の武家屋敷桜、等  々― が待ってくれている。この心

境になる日がやがて来るのか、はなはだ心許ない次第である。 
                                                           （昭３５・色染 松岡謙一郎） 

 

 

編集後記 

１０月２日、第２号会誌作製のため、奈良に佐藤会長、横山、坂東、松岡、山崎、園田幹事が集合

し、印刷、製本、封筒詰、発送作業などを行いました。編集はメールのやり取りと広報担当の坂東さ

んの周到な準備があり無事発行の運びとなりました。 

ホームページに掲載された原稿や 応募いただいた母校の景観写真、絵画作品など掲載したかった

のですが、残念ながら紙面に制約あり、次回号に掲載させていただきます。 

物質工学の現況について原稿をお願いしました川瀬教授には心よく執筆を引き受けていただき有

難うございました。 
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